
白

根

火

山

踏

査

報

告

爆
授
及
鳴
動
赦
況

草
津
町
附
近
に
て
は
鳴
動
を
聞
き
た
る
人
無
か
り
し
も
同
町
主
白
根
山

頂
ー
と
の
中
間
に
あ
る
香
草
温
泉
に
て
は
(
圏
中
B
知
)
微
か
に
遠
雷
の

如
き
鳴
動
を
聞
き
た
り
ん
」
云
ひ
国
中
×
黙
に
あ
り
し
人
夫
は
飛
行
機
の

爆
一
首
の
如
き
鳴
動
を
聞
き
問
も
泣
く
る
杢
人
暗
黒
'
と
な
り
香
草
温
泉
迄
逃

ぐ
る
暇
な
く
著
し
き
降
次
を
見
た
り
主
云
ふ
倫
×
黙
と
殆
ん
ど
同
距
離

に
あ
る
白
根
山
西
側
の
寓
座
源
泉
に
て
は
鳴
動
を
開
き
た
る
人
無
か
り

し
ξ
云
ふ
。

降
友
獄
況

草
津
町
に
於
け
る
降
友
は
十
月
一
日
午
後
一
時
五
十
三
分
よ
り
起
り
午

後
二
時
迄
縫
緩
せ
り
主
ハ
量
は
僅
少
た
り
し
も
著
し
き
硫
気
を
護
散
せ
り

k
云
ふ
共
後
数
同
の
降
友
あ
り
中
に
も
同
月
二
十
三
日
及
二
十
六
日
の

も
の
最
も
著
し
く
二
十
六
日
午
前
三
時
頃
の
も
の
は
恰
も
降
零
の
如
く

厚
さ
約
六
粍
位
あ
り
し
山
に
て
踏
盗
の
時
〈
十
月
廿
九
日
〉
迄
向
ほ
残

群

馬

豚

前

橋

測

候

所

存
せ
り
。

白
根
登
山
路
附
近
を
順
弐
親
測
す
る
に
谷
津
川
を
渡
る
附
近
に
は
今
命

三
粍
の
降
次
あ
り
て
谷
津
川
の
川
底
は
沈
澱
せ
る
火
山
友
に
よ
り
白
色

を
口
主
し
附
近
樹
木
の
紅
葉
主
相
封
し
て
頗
る
美
観
を
呈
せ
り
。

香
草
温
泉
附
近
に
は
約
六
粍
飴
の
降
友
あ
り
此
附
近
よ
り
樹
木
草
葉
は

全
く
友
色
在
、
な
り
C
貼
附
近
約
一
一
粧
(
此
所
に
て
蹄
詮
火
山
友
を
採
取

ぜ
り
)
D
鈷
附
近
約
一
・
五
糎
E
貼
附
近
約
三
糎
(
火
山
友
採
取
)
F
貼

附
近
に
て
は
十
五
粧
を
越
へ
満
目
只
友
色
と
な
り
枯
木
に
恰
も
霧
氷
の

附
若
せ
る
が
如
き
観
を
口
主
せ
り
G
賠
附
近
よ
り
耳
賠
附
近
(
火
山
友
採

取
)
ま
で
は
最
も
著
し
く
恐
ら
く
降
友
直
後
は
一
米
を
も
越
へ
た
る
を

想
起
す
、
岩
石
河
原
の
凹
凸
も
殆
ん
ど
埋
ま
り
一
面
雪
景
色
の
如
く
緩

や
か
な
斜
面
'
と
た
り
所
々
に
貼
在
す
る
明
治
三
十
六
年
の
大
爆
禁
の
際

に
枯
死
せ
し
左
云
ふ
栂
の
大
木
が
共
大
幹
の
み
樹
立
し
て
頗
る
異
観
を

呈
せ
り
(
窮
員
仲
間
的
w参
照
)
E
貼
を
越
ゆ
る
時
は
降
友
量
弐
第
に
減

ブL
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守
口

じ
J
勤
附
近
に
は

殆
ん

εな
し
。

卸
ち
爆
禁
常
時
山

頂
附
近
は
西
風
な

り
し
た
め
降
次
は

爆
禁
場
所
の
東
方

の
み
に
し
ず

J
賠

以
西
湯
花
採
取
事

務
所
(
闘
K
貼
)

及
弓
池
附
近
に
は

全
く
・
泣
か
り
き
。

A

円
降
友
は
草
津
町

附
近
に
で
も
山
頂

附
近
に
で
も
肉
眼

に
は
全
く
相
等
し

く
極
め
て
微
細
に

し
て
濃
き
友
色
を

呈
し
硫
黄
の
臭
気

甚
し
。

え自

被
害
獄
況

今
同
の
爆
裂
に
よ
る
降
・
一
次
は
前
記
の
如
く
な
る
も
農
作
物
共
他
の
被
害

は
殊
ん
ど
ん
姑
く
草
津
、
高
座
雨
温
泉
の
湧
出
目
一
事
一
も
何
等
の
具
欣
を
認
め

や
只
爆
後
ξ
同
時
に
附
近
に
岩
石
の
降
下
せ
る
も
の
著
し
く
湯
釜
奮
火

口
内
湯
花
製
煉
所
(
圏
中
L
賭
)
附
近
に
て
は
殆
ん
ど
毎
坪
数
仰
を
致
、

湯
花
製
煉
所
は
減
茶
々
々
に
破
壊
せ
ら
れ
(
寝
異
的
例
参
照
)
附
近
私

設
電
話
線
及
湯
花
輪
迭
ケ
ー
プ
ル
の
伯
m
u
A
共
餓
製
滑
車
も
滅
茶
々
々
と

左
り
殊
ん
ど
復
奮
困
難
と
思
は
れ
た
り
此
震
に
製
煉
所
附
近
に
て
こ
名

の
死
者
を
出
し
重
傷
者
三
名
、
軽
傷
君
六
名
合
計
十
一
名
の
死
傷
者
を

出
し
た
り
是
等
は
何
れ
も
銃
き
岩
片
に
て
頭
部
共
他
を
打
た
れ
し
矯
め
・

な
り
・
と
云
ふ
共
最
も
大
な
り
し
落
下
岩
石
を
国
中
M
賠
附
近
に
測
り
し

に
直
経
七

O
糎
に
し
て
土
中
一
米
三
十
糎
飴
の
深
さ
に
沈
下
せ
り
倫
岩

石
の
降
下
せ
る
範
聞
は
噴
火
口
よ
り
約
三
百
米
附
近
迄
と
思
は
れ
た
り

(
湯
釜
奮
火
口
・
内
及
外
壁
上
に
て
参
考
の
矯
め
十
二
種
の
岩
石
を
採
取

せ
り
)

四

爆
授
及
噴
煙
獄
況

今
岡
の
主
爆
後
火
口
は
湯
釜
の
北
東
端
に
し
て
直
経
約
百
米
を
越
へ

¥
ノ
ー
ノ

(
潟
庭
山
口
参
照
)
今
倫
ほ
盛
に
噴
煙
し
つ
L

あ
り
共
暗
色
の
噴
煙
は
一
一
一

〆
f

、f
t

四
百
米
の
高
き
に
達
し
問
欲
的
に
起
る
遠
雷
の
如
き
不
気
味
の
鳴
動
と



時
々
火
口
内
に
て
起
る
熔
岩
作
裂
の
爆
一
首
に
謄
を
冷
せ
ば
共
度
毎
に
噴

煙
中
よ
り
著
し
く
多
量
の
降
友
あ
る
を
見
た
り
(
戸
局
員
刊
に
て
下
方
に

降
下
せ
る
も
の
は
共
降
友
た
り
〉
此
外
に
湯
釜
北
方
及
南
方
忽
釜
の
南

西
端
(
潟
畏
の
の
-
×
賠
)
に
も
小
爆
後
口
る
り
内
ホ
釜
及
湯
釜
南
方
の
分

は
全
く
柊
息
し
て
今
は
只
・
官
一
旦
の
泥
水
を
噴
出
す
る
に
止
ま
る
倫
更
に

湯
釜
南
方
外
壁
土
に
北
東
l
ー
南
西
向
の
数
僚
の
趨
裂
あ
り
長
さ
約
四

百
米
に
達
し
爆
論
民
営
時
は
盛
に
噴
煙
?
績
け
た
り
主
難
も
今
は
僅
に
五

ケ
所
よ
り
少
量
の
噴
煙
に
止
ま
り
た
り
。
(
潟
員
四
参
照
)
叉
水
釜
附
近

に
も
小
爆
禁
口
あ
ら
ん
も
噴
煙
の
魚
め
近
付
く
を
得
十
。

五

噴
火
に
関
す
る
前
兆

今
岡
の
爆
禁
に
際
し
其
前
兆
主
忠
は
れ
し
も
の
な
か
り
し
如
き
も
草
津

町
に
が
、
て
聞
き
た
る
も
の
を
記
す
れ
ば
左
の
如
し
ο

一
、
草
津
小
墜
校
長
の
談

呑
草
温
泉
に
て
爆
税
収
数
日
前
よ
り
湯
量
増
加
し
命
ほ
湯
の
温
度
著
し
く

高
ま
り
し
主
誰
云
ふ
'
と
な
く
言
は
れ
居
り
し
と
と
、
命
向
校
一
一
訓
導
の

談
に
よ
れ
、
は
白
旗
の
湯
元
に
が
、
て
昭
和
二
年
迄
の
温
度
は
五
十
八
度

(
擬
氏
)
た
り
し
も
同
六
年
十
二
月
は
五
十
九
度
'
と
な
り
た
り
是
札
前

兆
に
あ
ら
や
や
と
。

二
、
草
津
町
宮
津
馬
民
館
主
談

今
岡
の
爆
後
に
よ
り
死
傷
し
た
る
も
の
多
く
は
本
年
始
め
て
湯
花
採
取

に
従
事
し
た
る
も
の
に
し
て
長
き
経
験
あ
る
人
は
爆
禁
の
前
日
全
く
下

山
し
て
難
を
免
れ
た
左
云
ム
共
所
に
何
か
の
前
兆
あ
り
た
る
に
あ
ら
宇

や
O 

右
二
項
の
内
第
一
項
は
殆
ん
ど
問
題
'
と
す
る
に
足
ら
ざ
れ
ど
も
第
二
項

の
談
は
研
究
の
徐
地
を
存
せ
し
も
避
難
本
人
の
直
諮
を
聞
き
件
ざ
り
し

を
遺
憾
在
す
。

前
向
測
候
所
植
野
投
手
よ
り
図
富
技
師
宛
の
来
信
よ
り
、
白
根
火
山
其
の
後
の

活
動
状
態
を
摘
記
す
れ
ば
失
の
如
し

十
二
月
三
日
前
橋
水
産
合
員
及
水
産
試
験
場
楠
本
技
手
の
啓
一
山
せ
る
に

白
桃
山
頂
附
近
は
所
々
に
積
雪
あ
り
積
友
も
可
た
り
堅
く
た
り
た
り
J

湯

釜
外
方
の
亀
裂
よ
り
の
噴
煙
は
殆
ん
ど
静
ま
り
僅
か
に
昭
和
二
年
に
生
ぜ

し
六
趨
裂
の
南
西
端
よ
り
小
差
の
水
蒸
気
を
噴
出
す
る
に
止
ま
り
た
り
、

而
し
て
湯
釜
内
に
生
じ
た
主
爆
禁
口
も
十
月
三
十
円
頃
に
較
べ
て
殆
ん
ど

か
T

分
程
度
・
と
た
り
色
も
水
蒸
気
多
き
魚
白
色
に
し
て
附
近
に
も
僅
か
に
友

を
降
ら
せ
る
の
み
主
・
な
り
た
り
、
叉
関
宮
先
生
御
報
告
の

B
、C
爆
後
口
も

極
少
量
の
水
蒸
気
E
噴
出
す
る
の
み
に
し
て
(
沼
田
県
傘
照
〉
D
貼
の
噴
気
孔

は
今
は
全
く
乾
上
り
た
る
(
小
生
等
の
踏
A

合
し
た
る
十
月
三
十
日
に
は
水

中
上
り
噴
い
て
ゐ
た
)
湯
釜
の
底
土
中
よ
り
所
々
に
小
穴
を
あ
け
間
欲
的

7L 



に
小
量
噴
気
し
居
れ
り
又
湯
釜
の
水
は
著
し
く
減
じ
温
度
も
低
下
せ
り
。

十
万
三
十
日
に
は
骨
局
員
、
の
結
線
附
近
ま
で
吃
水
し
湿
度
も
可
な
り
高
か
り

し
様
子
(
湯
釜
全
水
面
よ
り
湯
気
立
上
り
居
た
り
。
叉
同
行
の
人
夫
は
揖

氏
百
二
十
度
ξ
測
り
た
る
人
あ
り
在
、
右
は
華
氏
'
と
の
間
違
へ
か
或
は
合

有
物
の
篤
温
度
異
常
に
昇
り
た
る
か
或
は
人
夫
の
談
に
疑
問
の
黙
あ
る
か

何
れ
に
し
ろ
湯
釜
の
水
温
度
は
相
営
に
高
か
る
べ
し
ξ
考
へ
ら
れ
た
り
)

友
り
、
叉
爆
後
一
週
間
前
水
産
試
験
場
石
井
技
手
の
測
定
せ
し
所
に
依
れ

ば
揖
氏
十
九
度
(
此
の
附
近
水
釜
河
川
の
水
温
は
十
一
度
位
)
た
り
し
が

十
二
月
三
日
に
は
水
量
減
じ
、
水
面
積
に
て
約
三
分
の
一
程
度
在
、
な
り
橡

還
に
は
結
氷
せ
る
を
見
た
り
。
右
は
著
し
き
礎
化
に
て
湯
釜
の
水
が
結
氷

す
る
に
至
る
ま
で
温
度
下
り
た
る
例
は
過
去
に
も
問
か
十
主
草
津
町
の
人

々
も
誇
れ
り
。

湯
釜
の
水
量
の
減
じ
た
る
原
因
に
つ
き
で
は
俄
か
に
推
断
出
来
J
y
'と
す

る
も
若
し
大
な
る
想
像
を
詐
す
・
と
す
れ
ば
そ
れ
は
十
月
三
十
日
以
後
に
於

て
毒
水
深
と
範
一
裂
等
に
依
る
蓮
絡
を
生
じ
之
に
排
水
し
た
る
も
の
主
考
へ

ら
れ
る
事
な
り
、
毒
水
津
'
Y

」
湯
釜
・
と
の
連
絡
は
製
剤
命
日
祉
使
用
の
隆
道

(
排
水
用
の
〉
あ
れ
ど
も
水
面
よ
り
遥
か
に
上
方
に
し
て
且
今
は
全
く
埋
ま

り
た
り
、
而
し
爆
後
前
、
前
記
石
井
技
手
の
湯
釜
外
方
に
於
け
る
毒
水
浮

上
流
の
水
温
測
定
に
依
れ
ば
~
湯
釜
方
面
よ
り
来
る
も
の
主
水
釜
方
面
よ
り

ゴL
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来
る
も
の
と
温
度
愛
り
印
ち
前
者
十
七
度
七
、
後
者
十
四
度
な
り
故
に
常

に
で
も
極
少
量
は
排
水
し
て
居
た
る
も
の

L
如
き
も
今
岡
念
に
他
の
原
因

に
依
る
連
絡
を
生
じ
一
時
に
排
水
し
た
る
も
の
L
如
く
に
て
白
根
山
頂
よ

り
三
粁
毒
水
津
の
木
橋
は
震
に
(
或
は
降
水
に
よ
る
流
水
の
震
か
)
流
失

さ
れ
た
り
。
命
十
二
月
二
十
六
、
七
日
頃
草
津
よ
り
の
報
告
に
依
れ
ば
噴

煙
は
極
少
日
一
A
・r
・
」
友
り
時
々
見
え
な
く
た
れ
り
在
。

又
爆
笈
一
週
間
前
石
井
技
手
の
登
山
せ
る
際
湯
釜
内
に
て
は
所
々
に
小

量
の
噴
煙
あ
り
て
、
湯
花
採
取
人
夫
は
近
く
爆
禁
す
る
に
あ
ら
や
ノ
や
主
語

れ
り
と
言
ふ
。


